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ことにより羽口近傍の粗鋼の一部は CU2ü(s)lこまで酸化される終期の 3 段階に分割されるという従来とは異なる反応













(1)鉄が含まれる融体中の酸素分圧が Fe2 + と Fe3 + の比と関係づけられることを利用して、種々の温度で測定した酸
素分圧の値を所定温度に基準化する方法を提案している。この方法により、融体の酸化の程度を固体電解質型酸素セ
ンサーを用いて実操業レベルで、判断することに成功している。
(2) 自溶炉のシャフト内へ投下した原料粉末の酸化反応は溶融マット相へ到達の前後に速やかに終了していること、す
なわちシャフト内での酸素ガス、補助燃料、銅精鉱粉末の反応が重要であり、溶融マットが溜まる自溶炉のセトラ一
部は主にマットとスラグの分離に寄与していることを明らかにしている。
(3) 自溶炉製錬反応の物質および熱収支の平衡計算は有効であり、未反応および過酸化反応に起因する酸素ガスの反応
効率なる唯一の変数を導入することにより、自溶炉の操業を再現できることを明らかにしている。
(4)シャフト内では溶融精鉱粒子がお互いに、あるいは未反応精鉱粒子と衝突しながら粒径が成長してし、く現象を見出
している。この衝突現象が加速するように構造を改良した精鉱バーナーを考案して、煙灰発生を抑えた高い燃焼効率
の操業に成功している。
(5)転炉反応初期の造緩(スラグ)期において、羽口近傍のマットが局所的に過度に酸化されることにより炉内全体の
酸化反応が進行することを見出している。
(6)粗鋼が出現する造銅期には、羽口近傍で粗鋼が生成する初期、粗銅に溶解した酸素が硫黄と反応する中期、羽口近
傍では酸化銅が生成する終期の 3 つの過程により反応が進行することを明らかにしている。
(7)激しい物質移動が起きていると推察されていた転炉内においても酸素分圧は均一ではなく、反応性の向上には融体
の更なる撹枠が必要であることを見出している。
以上のように、本論文は自溶炉と転炉の組合せによる乾式銅製錬における酸化反応について研究を行い、固体電解
質型酸素センサーによる酸素分圧の測定方法、および解析方法を確立するとともに、各プロセスにおける種々の生成
物融体の酸化分圧を測定し解析することで、自溶炉および転炉の役割について新しい知見を得ており、省エネルギー
と高効率の銅製錬法を構築する基礎を確立している。本研究で得られた知見は、今後に予想される銅製錬炉の大型化
に伴いますます重要性を増すものであり、材料工学、特に製錬工学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文
は博士論文として価値あるものと認める。
